
          

八
月
二
十
七
日
（
木
）
に
高

森
東
学
園
の
二
回
目
の
学
校
運

営
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

今
回
は
学
校
教
育
法
等
の
改

正
に
伴
い
、
九
年
間
の
小
中
一

貫
し
た
教
育
を
行
う
新
た
な
学

校
種
（
義
務
教
育
学
校
）
に
つ

い
て
の
説
明
を
東
中
学
校
の
西

嶋
校
長
先
生
に
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
運
営
委
員

の
皆
さ
ん
に
グ
ル
ー
プ
に
な
っ

て
も
ら
い
、
義
務
教
育
学
校
を

見
据
え
て
、
今
後
の
東
学
園
に

つ
い
て
熟
議
を
し
ま
し
た
。
話

し
合
っ
た
内
容
は
、 

㋐
東
学
園
を
ど
の
よ
う
な
学
校

に
し
て
い
き
た
い
か
。 

㋑
そ
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な 

         

         

こ
と
に
取
組
ん
で
い
く
の
か
。 

㋒
そ
の
取
組
み
の
た
め
に
学
校

運
営
協
議
会
で
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
の
か
。 

の
３
つ
で
し
た
。
左
の
写
真
は

話
し
合
っ
て
い
る
様
子
の
写
真

で
す
。 

各
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
主
な
意

見
と
し
て
は 

  
 

                

                     

㋐
で
は 

・
い
つ
も
笑
顔
で
い
ら
れ
る 

・
自
分
の
こ
と
が
言
え
る 

・
地
域
住
民
が
入
り
や
す
い 

・
色
々
な
人
と
ふ
れ
あ
え
る 

・
地
域
に
愛
さ
れ
る 

・
少
人
数
の
強
み
を
活
か
せ
る 

・
母
校
と
思
え
る 

・
運
動
・
学
力
面
で
強
み
の
あ 

 
 
 
 
 
 

 

 

る 

㋑
で
は 

・
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携 

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
授
業
の
向
上 

・
子
ど
も
が
感
動
を
覚
え
る 

・
情
報
発
信 

                     

・
世
代
を
超
え
て
様
々
な
意
見

を
交
わ
す 

・
外
部
指
導
員
の
活
用 

・
地
域
の
方
が
集
ま
れ
る
よ
う

な
施
設 

㋒
で
は 

・
地
域
住
民
へ
の
ゲ
ス
ト
テ
ィ

ー
チ
ャ
ー
依
頼 

・
ポ
イ
ン
ト
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
活 

 
 

 

用 

・
子
ど
も
が
感
動
す
る
研
修
の

企
画 

・
先
進
校
と
の
視
察
・
交
流 

・
東
学
園
の
存
在
の
周
知 

・
人
事
に
係
る
要
望
を
出
す 

・
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
開
催 

・
ハ
ー
ド
面
の
要
望 

な
ど
多
く
の
意
見
が
で
て
き
ま

し
た
。
今
後
は
こ
れ
ら
の
意
見

等
を
ま
と
め
て
、
実
際
に
組
織

作
り
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。 

   

〇
高
森
町
新
教
育
プ
ラ
ン
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム 

 

八
月
二
十
九
日
（
土
）
に
高

森
中
学
校
で
高
森
町
新
教
育
プ

ラ
ン
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
高
森
町
の
教
育
に

つ
い
て
の
説
明
や
、
教
育
再
生

実
行
会
議
委
員
の
貝
ノ
瀬
先
生

の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
大
切
さ

に
つ
い
て
お
話
さ
れ
ま
し
た
。 

〇
ひ
め
ゆ
り
文
化
祭 

十
一
月
二
十
一
日
（
土
）
の

ひ
め
ゆ
り
文
化
祭
を
行
い
ま
す
。

昨
年
度
は
地
域
の
方
々
の
作
品

展
示
も
あ
り
、
多
く
の
方
に
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
度

も
同
じ
よ
う
に
計
画
を
し
て
お

り
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
が
決
ま

り
次
第
、
地
域
の
方
が
た
に
は

ご
連
絡
を
し
ま
す
。
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

〇
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 

小
学
校
・
中
学
校
の
様
子
等

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
随
時
載
せ

て
い
ま
す
。「
高
森
東
」
で
検
索

し
て
く
だ
さ
い
。 

高
森
東
学
園 

No.２（H27.９月） 
高森東中学校 
TEL65－0023 
担当  田上 

第
二
回
学
校
運
営
協
議
会
開
催 

『熟議』とは 

「熟議」とは協働を目指

した対話のことをいいま

す。 

具体的には、下記のよう

なポイントを満たした一

連のプロセスです。 

１．多くの当事者（保護

者、教員、地域住民等）

が集まって、 

２．課題について学習・

熟慮し、議論をするこ

とにより、 

３．互いの立場や果たす

べき役割への理解が深

まるとともに、 

４．解決策が洗練され、 

５．施策が決定されたり、

個々人が納得して自分

の役割を果たすように

する 

（引用：文科省 HP より） 

小中一貫教育を行う新たな学校の種類の制度化 

趣旨 

学校教育制度の多様化及び弾力化を推進するため、

現行の小・中学校に加え、小学校から中学校までの

義務教育を一貫して行う「義務教育学校」を新たな

学校の種類として規定 

設置者・ 

設置義務 

市区町村には、公立小・中学校の設置義務があるが、

義務教育学校の設置をもって設置義務の履行 

施設の一体・分離を問わず設置可能 

教育課程 

９年の教育目標を設定し、９年間の系統性を確保し

た教育課程を編成し、心身の発達に応じて、義務教

育として行われる普通教育について、基礎的なもの

から一貫して施す 

修業年数 
９年（小学校・中学校の学習指導要領を準用するた

め、前期６年と後期３年の課程に区分） 

組織 

１人の校長（ただし、総括担当の副校長または教頭

を１人措置） 

１つの教職員組織（職員数は小学校・中学校のそれ

ぞれの定数の合計）人数は変わりません。 

 


